
『如月』 ～春遠からじ。さあ、がんばろう！～
※「きさらぎ」の語源は、諸説ありますが、ココでは春に向けて草木が生え始める「生更木（きさらぎ）」を紹介しておきます。

※お手数ですが本欄は、保護者の方がご記入ください。

2026年2月中学部保護者各位

■「第70回早朝特訓3DAYS〈春の陣〉」開催のご案内
スクール２１草加松原本部教室

℡ ０ ４ ８ － ９ ３ １ － ６ ５ １ １

教 室 長 平 山 和 靖

拝啓 時下保護者の皆様方におかれましては、益々ご健勝のことと拝察いたします。平素は私どもの指導方針に

ご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。

「１６,４２９名(内草加松原本部教室では５２９名)」。これは、足掛け14年、計344日間にわたり開催された早朝特

訓への「のべ参加者数」です。子どもたちのがんばりはもちろん、それを支える保護者の方々のご理解とご尽力に

感謝いたします。

さて、2月に入り、埼玉県公立高校入試まで、残り一ヶ月を切りました。そんな中、今般入試対策・学年末テスト対

策の一環として、『第70回早朝特訓3DAYS〈A.M.6:30-A.M.9:30までの各３時間〉』を開催いたします(希望制)。

昨年国語の授業で、こんなコトバが出てくる文章を扱いました。「Noblesse Oblige(ノブレス・オブリージュ＝高貴

なひとの義務)」～「マナーというものは、それにのっとっていないひとがいたとしても、そのようなひとを非難するよう

なものではなく、『ノーブレス・オブリッジ(高貴なひとの義務)』として、むしろのっとっているひとを賞賛すべきもので

ある」と(→「現代思想講義(船木亨著)」)。実はこのコトバ、さなる予備校の創業者佐藤イサク理事長もよく使ってい

たそうで、「優れた指導者たり得る人材、すなわち『Noblesse Oblige』の観念を備えた真のエリートの育成こそ、我

々が果たさねばならない社会的責任だ」と。私もそう思います。「自発的に、自分で考えて行動できる子どもたち」

を育んでいければと考えています。

今年は午年、飛躍の年。自分の殻に閉じこもることなく、さらなる高みを目指し、新しい挑戦をしていこう。

「がんばれ、未来を拓く子どもたち！」 敬具

記

１，実施日時 2月21日（土)・22日(日)・23日(祝月)の3日間。午前６：３０～午前９：３０まで(※そのまま自習継続可)。

２，対象中学 全中学生[希望制］ ※ご友人の参加も可能ですが、その場合の条件は塾生に準じます(要回答書提出)。

３，参加費用 無 料 ※ぴらりんからのちょっとした「ハッピープレゼント！」です。

４，実施形式 自学自習形式 ※学習内容は事前に立案・申告し、原則として演習課題等は各自持参してください。

５，実施会場 スクール２１草加松原本部教室

６，持 ち 物 筆記用具、学習課題、軽食、飲み物など。

７，注意事項【重要】

①安全管理のため、本特訓開始から30分後には教室入口を施錠いたします［※午前６：２５開場］。緊急の際は、お電

話にてご連絡ください(教室電話番号０４８-９３１-６５１１)。また入室後は外出を禁止とさせていただきます。

②本特訓の最終解散時刻は、午前９時３０分といたします。ただし、そのまま教室を開放いたします。

(→最大午後９時まで)

③本特訓終了後、中学校に登校する場合は、通常の中学校への登校手段と同様とします(通常徒歩で登校している

場合は塾まで徒歩で来てください［自転車不可］)。また、お車で送迎される際は近隣への迷惑とならないようご配慮

をお願いします。

④前日はくれぐれも早めの就寝を心がけてください(★「眠育」推進中／「パワーナップ」休憩あり)。特に、体調不良の

場合は無理をして参加することのないようにしてください。また、軽食や飲み物は各自事前にご用意ください。

キ リ ト リ 線

■「第70回早朝特訓3DAYS〈春の陣〉」参加申込書 ※実施日前日までに必ず提出を。

上記内容に同意した上で[ 2/21(土) ・ 22(日) ・ 23(祝月) ] への参加を希望します (→参加希望日にマルを)。

クラス（ ）氏名（ ）

保護者氏名（ ）

※塾外生の場合［住所 電話番号 ］

［通信欄］


